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広報

シリーズ「長浜の文化敗j⑮

吋指定言己イ念物

指定年月日 昭和51年5月18日

所在地 長浜町大字戒川

所有者三島神社

ぬペム~~1中毒土私叢 (天然記念物)

戒川 の三島神社は、「大洲旧記」に応永年間の棟札が記録されている古い神社で、 手成地区と戒川地区

の 氏神として崇 敬されています。

社叢は、本殿を頂上に南南西から北北東にやや緩やかに傾斜しており、広さは80了 、 北 西部と北東部

にスギ、 ヒノキの植林がある外は、宮 山として不斧の天然林で荘厳さを感じさせます。

シイを主とした暖帯性、温帯性の樹種が混 生し、大木類は凡そ83種を数えます。林床は明るく植生は比

較的乏しく見えますが、よ く見る と菌類も 多く 、136種の草木類も繁茂 し自然、がよく保護されてお り、 学

術上貴重である のみならず、風致上も価値の高い社叢です。



間

八
月
五
日
、
沖
浦
で
恒
例
の
「
海
水
浴
場
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
空
し
た
。
海
上
安
全
祈

願
の
御
輿
海
上
渡
御
に
続
い
て
、
餅
ま
き
、
宝
ま
き
な
ど
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
大
勢

の
海
水
浴
客
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
「
な
が
は
ま
亦
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会
」
、
肱
川
河
口
で
は

「
水
着
撮
影
会
」
も
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
愛
好
者
ら
が
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

町
民
の
広
場
で
は
、
夕
刻
か
ら
「
第
四
固
な
が
は
ま
赤
桔
夏
ま
つ
り
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
出
庖
が
立
ち
並
ぶ
中
、
展
一
不
コ
ー
ナ
ー
や
長
浜
町
商
品
券
抽

選
会
、
チ
ピ
ッ
コ
の
ど
自
慢
の
ほ
か
、
櫛
生
の
五
ツ
鹿
踊
り
、
豊
茂
の
越
後
獅
子
、
長
一
点
…
風

太
鼓
な
ど
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
打
ち
上
げ
花
火
約
今
一
千
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
い
人
勢
の
来
場
者
辻
、
夏
一
の
復
空
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
光
の
シ
ョ
ー
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
各
催
し
も
の
の
入
賞
者
等
は
次
の
と
お
り
で
す
口
(
故
称
略
)

宝

ま

櫛生の五ツ鹿踊り

門
大
鯛
】
玉
井
正
人
(
松
山
市
)

【
大
磯
(
海
の
幸
セ
ッ
ト
)
]
高
崎
公
祐
、
白
形
友
江
、
和
泉
好
久
、
矢

野
陽
介
(
以
と
長
浜
)
浪
本
サ
ヲ
ミ
、
小
西
サ
チ
子
、
坂
本
す
み
子
、
佐
々

木
庸
一
、
泉
原
力
太
(
以
上
沖
浦
)
松
本
和
重
(
白
滝
)
中
嶋
和
佐
子

(
味
)
三
浦
久
子
、
白
方
君
興
、
乗
松
亜
矢
子
(
以
と
松
山
古
)
西
本
大

亮
(
大
洲
市
)
鈴
木
純
治
(
新
居
浜
市
)
蔭
山
圭
子
(
神
奈
川
県
)

盛大に行われた宝まき

チ
ピ
ッ
コ
の
ど
由
国
櫨

大鯛を拾い当てた玉井さん(右)

[
う
ま
か
っ
た
で
賞
〕

一
宮
佳
穂
(
長
以
小
四
年
)

【
か
わ
い
か
っ
た
で
賞
】

日
高
早
紀
-
一
一
一
月
裕
・
高
岡
あ

υ
さ
組
(
長
浜
小
今
子
午

J

一

〔ユ
i
モ
ア
賞
〕

下
坂
大
将
(
櫛
生
保
育
所
五
歳
)

{
ハ
ッ
ス
ル
賞
〕

山
田
弥
生
(
長
浜
小
四
年
)

{
が
ん
ば
っ
た
で
賞
】

渡
壇
明
日
た
・
森
愛
組

小
五
年
)

(
白
滝

な
が
は
ま
赤
構

夏
ま
つ
明
俳
句
大
会

(
各
賞
の
俳
句
は
、
各
投
句
者

の
俳
句
〈
一
一
一
旬
〉
の
内
、
品
点

数
の
俳
句
を
相
杭
し
て
い
ま
す

ま
た
、
愛
媛
新
聞
社
貨
は
、
最

高
点
数
の
俳
句
で
す
。
)



自

豊茂の越後獅子

〔
愛
媛
新
聞
社
賞
〕

余
生
と
は
誤
算
多
く
て
渋
同
扇

豊

茂

小

西

イ

セ

子

〔
長
浜
町
長
賞
〕

七
夕
や
病
む
子
の
願
ひ
高
く
吊
る

大

洲

市

谷

本

一

善

〔
長
浜
町
議
会
議
長
賞
〕

聞
く
耳
を
持
た
ぬ
親
父
の
渋
団
扇

八

幡

浜

市

武

田

成

幸

〔
長
浜
町
教
育
長
賞
〕

原
爆
忌
大
河
音
な
く
海
に
入
る

宇

和

町

乾

燕

子

〔
長
浜
町
中
央
公
民
館
長
賞
]

蝉
の
木
に
な
り
き
っ
一
て
ゐ
る
大
樹
か
な

大

洲

市

板

倉

勉

〔
長
浜
町
文
化
協
会
長
賞
〕

雷
鳴
や
伊
予
に
攻
め
込
む
土
佐
の
雲

野

村

町

井

関

し

げ

る

〔
長
浜
町
観
光
協
会
長
賞
〕

花
火
揚
ぐ
港
竜
馬
の
一
夜
宿

野

村

町

佐

藤

比

昌

志

〔
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
長
賞
】

赤
橋
の
は
ね
て
夏
雲
押
し
上
げ
る

内

子

町

高

橋

士

千

子

〔
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会

実
行
委
員
会
賞
〕

も
く
も
く
と
海
の
押
し
出
す
雲
の
峰

長浜嵐太鼓

肱
川
町宮

本二

み
つ
こ

一
駅
の
達
し
と
忠
ふ
炎
天
下

松

山

市

加

藤

俊

子

乳
飲
み
子
を
夢
ご
と
渡
す
昼
寝
か
な

豊

茂

菊

地

徹

盆
と
ん
ぼ
空
に
さ
ざ
波
立
ち
に
け
り

五

十

崎

町

稲

田

数

魚

古
簾
女
は
し
の
ぶ
こ
と
多
し

吉

田

町

清

水

十

藻

子

形
振
り
も
構
わ
ぬ
齢
や
羽
抜
鶏

五

十

崎

町

都

築

仙

崖

手
の
置
け
ぬ
熱
き
欄
干
広
島
忌

豊

茂

松

田

裕

子

行
商
の
声
夏
霧
の
橋
に
消
ゆ

白

滝

願

成

寺

の

ぼ

る

梧
染
め
て
大
夕
焼
の
海
に
入
る

八

幡

浜

市

林

文

子

暑
に
耐
ふ
る
赤
橋
赤
を
塗
り
重
ね

五

十

崎

町

松

森

向

陽

子

02276 04307 04998 
337 423 766 
55 34 

[ 1等〕下5柘

[2等]下3桁

[3等]下2柘
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ります

んに高臨めてし1定だく保験料iまも例えば

'場参~.

訪問入浴介護
日帰りリハビリテーシヨン ショートステイ

一/

¥一

このようなサービスを鑓換する介護保険を運嘗してい〈ため
の貴重な財源、です。保険料命納付にご協力〈ださい。

{お問い合わせ}介護保険に関するご相談は、役場保健介護課高齢者介護係

(宮5之 111 1・(有)2073)までお問い合わせください。

@警警・・・@選善命畿運勢...⑮ 勢。畿電参

事。
【手続は】 i質金通帳、印鑑(届山正1]) を持参の上、指定(代理)盆融機|剥あるいは

郵便局で、指定の申込書に必要事項を記入し、申し込みます。

@儀委参ぞ)....護参議参議参鯵@・・・命。..・・・・・・・・・・

-4-



歳以 方( 1号 保験
。園Iのf果!礎科の基準額!士、年額30.100開になります。

保険料の詳細については、本紙4月号に掲載していますのでご覧ください。

。平成1年度の保険料"軽減措置(特別対策)むより
年額の約4分の 1(こな切ます。

第 1段階 I 生活保護受給者等・市町村民話世帯非課税か I基準額xO.5
つ老齢福祉年金受給者の庁

第 2段階 世帯全員が市町村民税非課税の方 基準額~O:~
第 3段階 市町村民税非課税者の方 基準額x1

ト

第4段階
市町村民税課税者で合計所得金額が 250万円 i基準額x1.25未満の方

」

第 5段階 I市町村民税謀税者で合計所持金額が 250万円 I基準額x1.5
以上の方

海、

鯨隙料G)納品古購年金銭額や種類記o-っ亡
渠G)~?Iこ分It命視帯電夢。

[単付:・|寸J] 

3，800 

5.700 

7，500 

9，400 

11，300 

。年金(老齢・退職)が年額18万円以上の方は…年金から差しヲiかれます。 眠島官自E調堅調

年金受給に合わせて、年6回に分けて年金から差し引きされます。ただし、 T成12年度については、

10月から徴収が始まるため、 3回に分けて差L引きされますっ

平成13年度以降は、 4月号け取り分の年金から毎阿差L51かれます。

。年金から差し引きされない方は… ZE葺Ke!軍団E

5 

・遺族年金や障害年金受給者 @年度途中で65歳に到達したん一 .年度途中で転入した方

上記の何れかに該当する方は、年金から差し引くことができません。区の徴収時か口座J辰容で納

めていただくことになります。



「 一一..__.._.一一日一一一一-一一-一一-一一ー一一一一“一一日由一回一一日一-"--"-一日中一一~.._，.".，......-.._一日一回目「

!犬舎飼われてい糟壇伊 丹一一
~散歩の時でも放さないで~

犬を散歩させるとき運動のために放す人カ古いますが、引き制をつけないで散安させると、犬同!てが喧

嘩したり通行人に迷惑がかかります。 他人の迷惑にならないよう散歩には必ず引き綱を付け、とっさの

時でも十分に大を抑制できる者ズ);'運動をさせましょう。

また、散歩中の排{世はっき物です。適当な場所を選んでさせ、フンの後始末をするのも飼し、主の責任

です。フン取り器などの rh版 品 も あ る よ うですが、ビニール袋などでも聞に合います。必ず措帯し後 始

)~をしましょう、

また、運動をさせるときは、交通量;の多いところ、子どもの遊び場や:@勤通学などの時間帯を避ける

ように心がけ、犬によあ事故が起きないように気をつけましょう。

I ~人の迷惑にならえ主いように鯛いましょう~
[ 犬を飼えば、|葬近所とのかかわりがたくさんできます 他

i人に迷惑をかけないよう|しつけ」と「心配り jが必要ですO

i 犬がむだ吠えりるときはそれなりの理 由 が あ り ま 寸 o 例 一 一一一一一
えば、運動不足、空握、排便の要求、寂しいなどいろいろと -，'， ...， 咽 _'-b. 置時臨酒田明醐園田

聴 い昨 手員長 調.際黍魚沼鶴繍園田櫨 醤欄闘う

]考えられます。吠え;sU;C因を取り除いてやりましょう。見知 イぷ都同議覇軍事量護霊璽 l
iらぬ来訪者があったとき、犬が吠えるのぽ''1然ですが、命令 今 選リf吉選 i
! Lてもやめない土きは、犬のUを押きえたりして徹属してや♂勾ー¥令 討論臨暫欝
|めさせ子こと民 l火……たとき仁 は 、 ほ い り イ ぶ 遺 骨 守 哲 :穐!
iましょ-) =~~盤齢 調

~品~三三璽~ か; 二

」一一一一一一一一一一一一一一-一一日一一ー一日一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一“一一一一目一一一一一一J
脚献花繍鵬糊脚慨手押:削減酷糊 伊~~~~榔糊欄醐綿御郡朝糊鵬諸問臨へ神障蜘鴨鯨:::~:訓話蹴醐醜鰭湖捌:æ;:;

gI予蓄の広報えまが{ままJ ru 21世義己{ζ残しない 富自賠責保険(共済)の
議 をお届けします 露自立容の風景を募集中! ~ 期眼は切れて
3~朗読ボヲンティア 長 ~NHK放送センター~ m いませんか 7

8 「こころJ~ 柑ただ今、 NHK放送ぞンターで 自賠青保険(共済)は、万一の

皆さん、毎月ご家庭に配布され は、 121世紀に践したい日本の凪 交 通 事 故 の 際 の 長 本 的 な 対 人賠償

ている[広報ながはま」を、カセッ 景」を募集しています。 を目白勺として、バイク・!J;C付自転

トテープで聞くことができ之〉こと 長浜町には、国の去謀有形丈化 車を含む全ての自動車に加入が義

をご存じですか ? 叶「長浜大和」があります。 21世 務づけられている保閣です。

ふれあい会館でほ、時折このテ一 紀に残した い 日 本 の 風 景 の ム っ と 車検制度のないバイク・原付自

ブを流していますが、夜、たちは、 して、皆さんぜひご)，0募ください。 転 車 位 、 特 に 期 限 切 れ 、 か け忘れ

もっとたくさんの 方 、 特 に 日 の 不 【応募圃お問い合わせ]官製J、ガ {こご注意を 1

自由な方や高齢者 の 万 な と 多 〈 の キの裏面(t: I:長浜大中賓j と記入の

人たちのお伎に立ちたいと考えて 上、 NHK放送センター 121世 紀

に残したい日本の恩景」事務局

(干150-8001東京都「超大口事業

戸~)までご応募ぐださい。

投場生活環境課

国
勢
調
査
と
称
し
て
世
南
の
家
族

構
成
や
会
社
の
従
業
費
の
氏
名
な
ど

を
電
話
で
照
会
す
る
「
か
た
り
調
査
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
年
十
月
一
日
現
在
で
、

全
国
い
っ
せ
い
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上

旬
に
か
け
て
、
「
国
勢
調
査
員
証
」
を
世
間
管

し
た
国
勢
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し
、
直

接
、
調
査
票
を
配
布
・
取
集
す
る
方
法
に

よ
り
行
い
ま
す
。

し、まーす。

この「声の広報ながはまJをご

希 望の方は、お気軽に次のところ

までお申し込みください。無料で

郵送もし、たします。

【申し込み包お問い合わせ]長浜

町社会福祉協議会(官52-1111 園

清i)2064)また は、ふれあい会館

(宮52-1210.欄2912) まで。

-・・・圃・・・・眠論髭覇軍置胃置置圃E審援程圏
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長浜町のシンボル長浜大橋



大和窯陶芸グループ
作品屡

I調 剤i月間}平成 12年 9月下旬 要望等 J

~ 平成 13年 1月中旬まで

日寸象家屋l平成 12:9三 1月 2日

tJ，1年に新・増築した家屋及び取り

壊された 家屋

詳し〈は、投場税務課固定資産

話耳障~~弥前:技持者際税措昂器開潟欄帯端訴(.~園町::詰臨詰蹴

f事業主の皆さんへ
題障害者雇用継続助成金
障 のお知らせ

事業主に雇用された後に、労働

今回で 2同 1! となる作品展c 大 税 係 ( 宮52-1111・惰')2041)まで 災害、交通事故等により身体障〆九

和陶芸グループの皆さんが、丹精

込めて作られた生尭き物イ乍品、約50

点、が民ぶされます。

(本紙 8月号で、 i8月 22 EIか

ら 9月 3!Jまで」として開イ雀のお

知らせをいたしておりましたが、

郎介により開催日が変更になりま

したことをお詫びいたします。 j

【葉月間] 9月 1 9 日~ 1 0月 1 日

(月曜日・祝日休館:午前 9時~

午後日寺)

I場所】ふれあい会館ギャラリー

長浜手編み会
作品展

長浜丁二編み会の什さんが、 一室十

針丹念に編み上げたセーターの

カーデ、ガシ、ベストなと手の秋冬物

の編み物作品、が:;50点が展ノJ'され

ます。

E期間] 1 0 月 3 臼~ 1 ()月 15 

日(月曜日休館 z 午 前 9時 ~ 午 後

5 日寺)

E場 所 】 ふ れ あい会館ギャラリー

闘能臨:S::":.;~:!:~:珂話~官話器::~~::::詰特::誕::;:話捻階窓幼子m，持詑担割

富新圏増改築家置を

警 調査します
掛

役場税務品では、固定資広評価

のために、今年新築または梢改築

された家屋について、実地調盃を

千子い主す。

なお、この実地調査と IHJ時に滅

失家犀(取り壊した家屋など)の

調査も行し、まヰが、滅失の登記を

しているものを除いて申告がなかっ

た場台、取り壊された家屋が調査

漏れとなり、課 税 さ れ る 恐 れ が あ

りますので、該当家屋のあるノゴは

お早めにご連絡くださいの

7-

お問い合わせ〈た、さい。

記由説話m留郡部酒窃窃器部:;~~S:窃土器話語賢司現園司::~:;~::平土捻荏::::::話器部:f:'l

j定期税務相談日程

I場所}んハ|商工会館

【内容]税金に関すること全投

[.)宜当1高松国税同視務相談室

E日時J 1 0月 13日(金)午前

1 0時~午後 3時

静盤欄蹴蹴蹄芸品幽~~:.::声明細臨搬話調繍醐

g fT政相談週間と
g 行政相談所の開設について
錨

総 務 庁では、行政相談制度を広

者 と な っ た 労 働 者 (¥，、わゆる中途

障害者)を継続して扉IIJするため

に必要な施設の維持、職場複帰を

促進すおなめに職場適応、市青等を

実施した事業主に対して、費 IIJ合

助成する制jをです J

中途障害者j乍業施設設置等助

成金

。第 1種…施設や設備の設置等に

要する費用の2/3。限度官1'lは、中

途障害話 1人につき450万円。

。第 2種・・ー施設や設備の賃借に要

く知ってもらし hそ の 利 用 を 促 進 す する費用の2/3。 限 皮 摘 は 、中途

るため、本年も 10月 16円か九 陪害者 1人につき月額13万円. 3 

2 2日までの週間を「行政相訟年問。

週間」と定 め 、 全 国 的 に 各 種 行 事 2 重度中途障害者職場適蕗助 成

を行うこととしています。 金(短時間三i;"j!動予の重度身体障害

この週間行事の 環 と し て 、 長 身及び45歳目、卜の身体障害おを合

浜町でも次のとおり行政情説月)rを む)

開設します c 相談は無料で秘密は

聞 く 守 られますので、この機会に

お気軽iご利用くださいに

E日時] 1 0月 5日(木)午前 3

時~午後 3時

【場所】長浜町中央公民館和室

【相談者】布一政相談委員・兵頭信

男さん(柿生)

I相談例】道路、交通安ゴラ、主主記、

0'1寸_ì~~章特者 1 人につき、月額 3

万円(短時間労働者 2万円) . 3 

年同。

また、 l章作1';ーを新規に雇い入れ、

または継続して扉川する場合に も

各種の助成金制度が設けられぐい

ます。

[お問い合わせ3最寄りのハロー

ワークまたは(社)愛媛県障害 者

郵便、消費生活、社会福祉、え害、 雇用促進協会(宮089-931-7131) 

行政ザーピ ス 改 善 に 関 す る 怠 見 ・ まで。

新刊情報です ~長浜町立図書館~

書名 著 者

。プレゼ、ント おとだけひろただ

C彩花へ「生きるカ!をありがとう 山下京子

。とんでもない母親と情けない男の1:E1日本

マークス寿子

。寂聴あおぞら説法 瀬戸内政聴

O兄弟 なかにし礼

O宝船まつり 、1;岩弓校



品局毎岱働時
昌窮命母語窃

&1l~:~:， 

保険料の締め忘れガあると
どうなるのですガ?

国民年余の老齢基礎年金の年金額l土、 20歳 か ら60歳になるまでの40年間 (480月)すべての保険制ーを納

めた 場 合 の 額 を基本に考えられています υ 従って、保険料の納め忘れがあった場合には、納め忘れのあっ

た月数に応じて 年金2訟が減閉されることになっています。

また、保険料を一定期間以上納めといるというごとが、障害基礎午金、遺族基礎年金を受けるための条

件の---:::;どなっています

1ftって、納め忘れなどでこの条件を満たしていないと、年金をそけられない場台がありますので、納め

忘れがないよう仁する必要があります。

なお、経済的な問題等により保険料を納めることが困難な場合には、保険料の免除制度、学生の場合に

は、学生納付特例制度もありますので、市町村や社会保険事務所の同氏年金担当課へご相談くださいの

※園民年金保険料は、 2年を経過すると時効により納めることカ、できな〈なりますのでご注意〈ださい。

※老齢基礎年金の額の計算式は次のとおりです。

804，20QllJ 
(平成12年度価格)

保険料納付済期間の月数+(保険料免除期間の月数X1/3)
×一一 一一←ー

480刀 (40年)

例えば、 40年間のうち 6年間の保険料の納め忘れがあった場合には、以下のようになります。

804，200円 × 
(40年 6年)X12)-J=408月

480月 (40年)
=683，600円

804，200円一 683，600円 =120，600円が減額される。

※満額の老齢基礎年金額{ま、高齢者夫婦 2人で生活する場合に必要な食料盟住居圃被服費など生活に必要

な額を目安に定められていますので、可能な限り未納が生じないようにすることが大切です。

初~腕~~捌脇~級協~欄~~腕

母子 庭医療費動成制鹿について
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父と生計がけーで、ない児童'/J宝生活している家庭の、

安定と自立を促すための制度です。

手当を受けるぢ認とが
き る 人 は ?

0母 ま た は 養 育者(ただし、公的年金給付を受けて

いないこと)

対象となる児童は?
018才{こ達する回以後の、最初0 3月31固までの聞

{ごある児童 (20歳米満の一定の障害のある児童)

0父の状況が次に該当する場合

]、父母子うす婚姻を解消した把童

2、 父が 死亡した児童

3、父が重度の障吾の状態にある9，己責
4、 父の生死が明らかでない児童

5、父が引き続き 1年以上遺棄している児童及び、

15f以上拘干たされている児童

6、 lリ:が婚姻によらないで懐胎した用意(未婚の

子)

※ ただし、父または母の死亡について、公的年金

給付ペJ 遺族補償給付が受けられる児童及び、 LιI見に

委託されたり児童福祉施設に入所している川童は対

象になりません。

支給方法は?
認定請求をした日の属する月の烹月分から支給さ

精 神 ま た は 身体に障害を有する児童の、福祉増進

を図るための制度ですり

手 当を 受けることが
んげγ宅きる人は?

0障害児を監護している父または母

0障害児と同居・監護 z 生 計を維持している父母以

外の養育者(た だ し 、 本 人 ・ 配 偶 者 - 扶 養 義務者の

所得が、 F艮度額を越えている場合はj司会停止となり

ます)

対象 と な る児童は?
020横未満であること

0障害を理由とした年金を受けていないこと

法律施行令に定 める程度の障害の状態にある者

O児童福祉施設等に入所していないこと

支給方法 は?
詰ぷをした日の属する月の翌月分から支給され、

支給すべき事由が消滅した IJの属する月分まで支給

9 

詳細は、役場住民福祉課開民福祉係 (52-1111・(有2063)まで
お気軽{こご相談〈ださい。

薗聾盤言語
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一
時
記
集
中
集
中
1

tJ
長
浜
卓
球
大
会
1

七
月
九
日
、
勤
針
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
第
二
十
一
一
一
同
長
浜
卓
球
大
会
が
開
催

さ
れ
、
町
内
外
の
小
・
中
・
高
校
生
や

一
般
受
軒
者
ら
約
二
百
六
十
人
が
参
加

し
た
。選

手
ら
は
、
一
球
一
球
に
集
中
し
て
、

日
頃
練
習
で
培
つ
で
き
た
不
服
な
ラ
ケ
ッ

ト
裁
き
を
見
せ
て
い
た
こ

な
お
、
本
町
関
係
の
主
な
結
果
改
次

の

と

お

り

。

(

敬

称

略

」

【
中
学
一
年
生
シ
ン
グ
ル
ス
〕

優
勝
;
・
高
橋
智
下
(
大
和
小
)

七
十
六
チ
ー
ム
が
熱
戦

ー
町
民
体
育
祭
1

【
混
合
タ
フ
ル
ス
】

第
一
一
一
位
:
楠
野
あ
ゆ
み
(
長
浜
高
校
)
・

横
山
慎
也
(
長
浜
体
協
)
組

健闘を誓い合う選手団代表

七
刀
一
一
十
ミ
日
、
長
浜
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
第
三
斗
六
凹
町
民

作
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
太
字
は
八
幡
浜
地
方
大
会
出
場
チ
l

i
)
 

{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

二
部
〉
①
豊
茂
②
白
滝
一
昨
一
出
生
・
黒

田
〈
二
部
〉
④
長
浜
②
沖
浦
③
豊
茂
・
大

円

u
ー干

{
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕

〈
男
子
〉
①
大
和
②
柴
③
櫛
生

〈
婦
人
〉
①
今
場
②
櫛
生
③
大
和

一
婦
人
レ
ヶ
ハ
レ
l
一

華麗なラケット捌きを見せた選手たち

①
沖
浦
泊
長
浜
(
伊
一
出
海

{
ク
ロ
ッ
ケ
I
]

〈
一
般
〉
①
今
坊
A
②
今
坊
B
一均一榊生

A
-
櫛
生

B

〈
老
年
一
部
〉
①
櫛
生
③
戒
川
B
③
戒

川
A

〈
右
年
二
部
〉
守
櫛
生

B
②
沖
浦
B
一泊

白
滝
B

門
ゲ

1
ト
ボ

i
ル〕

①
長
浜
γ
司
令
坊
③
白
滝

維
新
の
溝
;
・
設
が
は
嚢
一
一
o
c
o
一事業

j

龍
馬
講
演
・
第
四
回
龍
馬
ク
ル

i
ジ
ン
グ

1

七
月
二
十
一
、
二
十
二
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
「
維
新
の
港
・
:
な
が
は
ま

二
0
0
0事
業
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
両
悟
二

O
C
O
牛
と
い
う

節

U
の
年
に
お
た
り
、
当
町
を
「
維
新

の
港
」
と
位
置
づ
け
て
実
施
さ
れ
た
も

の
υ

一一ト一

H
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、

龍
馬
の
引
の
孫
に
あ
た
る
土
居
晴
夫
氏

を
迎
え
て
「
龍
馬
が
長
浜
で
見
た
夢
」

と
題
し
た
基
調
講
演
、
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー

に
よ
る
「
龍
馬
で
町
お
と
し
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
朽
わ
れ
、
約
一
一
一
百
人
の
参
加
者
が
熱

心
に
話
に
耳
を
傾
け
た
〔

羽
一
人
-
↓
十
二
日
に
は
、
第
四
回
龍
馬
ク

ル
1
ジ
ン
グ
・
ウ
ォ
l
ク
編
が
実
施
主

れ
、
約
一
一
百
人
が
い
い
山
知
県
博
以
町
か
ら

韮
う
峠
に
か
け
て
残
る
脱
落
の
道
を
歩

き
、
龍
馬
を
偲
び
な
が
ら
夏
の
臼
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
し
た
。

彦令

脱藩の道を歩く参加者

救
急
救
命
叢
務
を
体
験

12-

ー
長
浜
中
学
生
体
験
学
習
1

講演を行う土居さん

八
月
一
目
、
長
浜
中
学
校
一
年
の
男

子
生
徒
六
人
が
、
消
防
長
浜
支
署
へ
職

場
体
験
学
習
に
訪
れ
た
。

本
加
し
だ
生
徒
ら
辻
、
緊
張
し
た
面

も
ち
で
入
署
式
に
臨
ん
だ
後
、
心
川
蘇

生
法
な
ど
の
救
急
法
を
学
ん
日
た
。

午
後
か
ら
は
、
建
物
火
災
体
験
、
ロ
ー

プ
登
は
ん
な
ど
の
救
助
体
験
や
、
実
放

水
に
よ
る
模
擬
火
災
訓
練
に
挑
戦
し
た
仁

一
日
の
体
験
業
務
キ
一
終
、
ぇ
、
生
徒
ら
は
、

「
見
る
と
す
る
で
は
大
速
い
で
、
ロ
ー

プ
笠
坂
な
ど
は
全
然
で
き
な
か
っ
た
け

ど
、
且
民
草
な
体
肢
が
で
き
ま
し
た
。
」

と
、
す
が
寸
が
し
い
笑
み
を
こ
ぼ
し
て

い
た
c

ロープ登はんに挑戦する中学生
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若月「 JT 長
雲寺;;Zlj受?兵

主古:芸賞込;
の ノν 里一一つ一一一八#ー-+..~ 
主 大 幅 語 体川
催沙ト! i丘音:工が
に市 大 楽 碍会
よで 会 話 子lL.

る 愛 て 己主民

平壁新都響犠響響縞

成
十
二
年
度
戸
第
六
十
七
同
)
N
H
K

全
日
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
八
幡
浜
地

区
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
長
浜
小

学
校
が
参
加
七
校
作
み
ご
と
金
賞
に
輝

、
き
、
川
市
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま

L

た。

騨

小

森

康

平

君

ら

優

勝

怖

い
吋

rhJ
町
内
小
学
校
水
泳
大
会

1

桝

七
月
一
-
十
六
日
、
長
浜
小
学
校
ブ
ー

ル
で
、
平
成
十
二
年
度
長
浜
町
内
小
学

校
水
泳
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

同
封

号

秒
6{

五
卜

m
平
泳
ぎ
]
①
大
橋
知
史
(
長

浜
)
必
秒
7
②
菊
地
竜
二
(
大
和
)
幻

秒
1
③
後
藤
修
太
「
右
多
灘
)
川
町
秒
2

{
百
川
平
泳
ぎ
一
④
大
橋
知
山
入
(
長
浜
)

1
分
刊
秒
2
一
均
菊
地
竜
三
(
大
和
)
1

分
必
秒
6
③
岡
本
剛
志
(
白
滝
)
1
分

口
凸
じ
夕
、

y

A
1
1
f
(、

一
五
十

m
背
泳
、
ぎ
一
一
h
v前
田
健
(
櫛
生
)

日
秒
7
∞
怯
日
俊
一
(
大
和
)
臼
抄
7

③
中
川
北
斗
(
長
浜
)
日
秒
7

一
一
十
五
回
バ
タ
フ
ラ
イ
}
①
東
浦
智

(
山
海
)
国
秒
7
⑦
一
沖
江
薫
(
長
浜
)

刊
秒
4
③
藤
岡
札
輔
(
豊
茂
)
幻
秒
1

一
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
}
①
田
中
ん
尊

(
櫛
生
)
併
科
9
一
川
台
東
浦
押
(
出
海
)

但
秒
3
③
沖
江
薫
(
長
浜
)
制
秒
2

{
七
十
五
回
個
人
メ
ド
レ
ー
一
①
田
中

太
事
(
櫛
生

)
1
分
8
秒
9
②
k
旧
修

平
(
長
浜
)
1
分
日
秒
9
③
一
億
同
孔
平

(
白
滝

)
1分
U
H

秒
3

{
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
l
}
①
長

浜
2
分
団
秒
6
③
白
滝
2
分
幻
秒
5
③

大
相
2
分
話
秒
7

一一一百

m
リ
レ

i
}
①
櫛
生

2
分
部
秒

2
②
大
和
2
分
幻
秒
5
③
同
海
2
分
日

秒
8出

品

号

一
二
卜
五

mn由
型
}
一
糾
一
川
山
菜
摘

(
長
浜
)
同
秒
9
②
上
満
愛
美
(
向
滝
)

口
秒
1
③
後
藤
安
香
(
喜
多
灘
)
日
秒

2 
{
五
十

m
白
出
型
一
江
-
岡
山
菜
摘
(
長

浜
)
お
秒
8
③
桜
本
仏
子
(
大
和
)
知

和
9
③
矢
野
笑
菜
(
長
浜
)
鴻
砂
9

{百

m'一
円
山
型
一
①
安
田
広
美
(
長
浜
)

1
分
出
秒
2
②
上
満
愛
美
(
白
滝
)
1

分
認
秒
6
③
L
L

出
み
は
(
長
浜

)
1
分

認
秒
3

一
五
十

m
平
、
ほ
ぎ
一
①
描
津
今
日
子

(
長
浜
)
山
由
秒
6
②
{
呂
卜
友
里
(
戒
川
)

ω秒
1
③
東
祥
代
(
長
浜
)
日
秒
9

一百

m
平
泳
ぎ
一
①
稲
洋
今
日
子
(
長

浜
)
1
分
日
秒
4
②
東
祥
代
(
長
浜
)

1
分
別
秒
1
乱
錬
町
佐
加
絵
(
白
滝
)

1
分
日
秒
5

{
h
十

m
背
泳
ぎ
一
①
津
川
桧
美
(
長

浜
)
m
M

秒
1
②
矢
野
笑
莱
(
長
浜
)
叫

科
3
③
大
山
移
香
(
櫛
生
)
日
秒
4

一
二
十
五
四
ハ
タ
フ
ラ
イ
}
①
白
石
景

子
(
大
相
)
日
秒
6
②
友
田
広
美
(
長

浜
)
四
秒
8
③
東
巴
(
長
浜
)
幻
秒
1

一
五
十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一
①
東
巴
一
/
長

浜
)
釘
秒
5
②
藤
本
祐
子
(
大
和
)
訂

秒
6
⑥
尾
上
志
長
(
出
海
)
日
秒
2

一
七
十
一
h

m
個
人
メ
ド
レ
ー
一

U
津
旧

絵
美
一
一
長
浜
)
1
分
7
秒
6
2
・円石
E
R

4

J

(

大
和

)12秒
2
霊
人
山
彩
香

(
櫛
生
)
1
分
口
秒
1

一
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
一
①
長

浜
2
分
引
砂
1
②
白
滝
2
分
幻
秒
4
③

大
和
2
分
間
秒
6

一
二
百

m
リ
し
l
一
①
長
浜
2
分
お
秒

6 7
品
川
櫛
生
3
分
1
秒
1
③
柴
3
分
1
秒

糊
消
防
大
和
分
団
第
二
部
桝

蜘

み

ご

と

第

二

位

桝

燐

1
消
防
重
大
洲
喜
多
地
区
大
宇
野

ミ
h

J

刷
用

七
月
三
十
日
、
大
洲
市
で
大
洲
喜
多

地
区
の
消
防
団
員
に
よ
る
県
消
防
操
法

大
洲
啓
多
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小

型
ポ
ン
ブ
(
四
人
編
成
)
の
部
門
に
出

場
し
た
長
浜
町
消
防
同
大
和
分
団
第
二

部
が
、
み
ご
と
第
一
一
位
に
輝
き
ま
し
た
。

同
部
の
皆
さ
ん
は
、
九
月
十
日
に
松
山

市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
さ
れ

る
こ
と
仁
な
っ
て
い

E
す。

第 2位に輝いた大和分団第 2部の皆さん

13 



今 を去 る 77年前、 1923年 9月 1日

(大正12年 )に関東大震災は起こった。

午前11時58分、 伊豆沖30kmの海底を震

源として、マグニチュード7.9の激震

が 、関 東一 円を 襲い、中央気象台の地

震計の 針 は 残 ら ず飛散した。 その震動

は関東 6県の他、静岡・山梨・長野方

面に及んだ。

そのエネルギー は 、 広 島 に 投 下 さ れ

た原 子爆 弾の 約 1万倍に当たるという 。

死者99，300人余り 。行方不明43，400人

余り。家屋全壊128，200戸余り 。 半壊1

26，200戸 余り 。 消失447，000戸余り 。

東 京都 7割 、 横 浜 6割を焼き尽くした。

殊に被害 の大きかった東京都本所被服

廠跡には、震災記念堂が建立され、毎

年 9月 1日には慰霊祭が行われ、この

臼を防災の日とし、災害に対する意識

の高揚と対策の 万全に備えた。

島国日本は、環太平洋火山帯に属し、

富士火山帯・霧島火山帯・白山火山帯 ・

乗鞍火山帯 ・那須火山帯 ・鳥海火山帯 ・

千 島火山帯に覆われ、まさに火山国で

ある。霧島・阿蘇 ・有珠山などの活火

山によ る被害も 目に余る。火山国の宿

命であり、片時も災害への対策を怠っ

てはなるまし、。一方、温泉観光の隆昌

は火山国の賜にほかならない。

9月は月見の 月で、旧暦 8月 15日の

名月の夜は菅より 月 光 の 下 で 詩 歌 -管

弦を楽しみ、月見 団 子 ・枝豆 ・酒 を 供

えて月を祭った。日 本 人 に と っ て 、 月

は崇めると同時に親しい心の友であっ

た。今年の名月は新暦 9月 12日火曜日

に当たる。南北に長い祖国日本を愛し、

今年の名月を拝し、日本の国の隆盛を

祈 り、来る21世紀の世界をリードして

ほしいものと原買って止まなし、。

9月23日は秋分の日 。祖先を敬い、

亡 くなった人々を偲び、祖国日本の発

展 に 微 力 を 尽 く すことを誓い合おう 。

高齢化し少子化する日本国民の使命に

ほ かならない。 国 民 が一 致協力し、21

世紀へ羽ばたこう。

印刷 (初岸本印刷

d書民謡i¥&#.Di為遁"1官ゐ 坦 油
: (lg 司 書也也、;-，.. ''''M凋 ! 
: 8月上旬、柴小学校屋内運動場横の畑で、百日草とヒマワリが、赤・

g 白・黄色ー淡紅色の花びらを広げて、その美しさを競い合っていました。j
i 長浜の子どもをみんなで育てる会柴支部長の山中高光さんによると、 ' 

: I百日草は約900本、ヒマワ リは約1.000本く らい咲いている。子どもたち ;

:がこの花を 目にすることで、その純粋な心をいつまでも大切にして欲し i
.いですね。」と笑顔で話されていました。 -柴地区の畑で~

平成12年 9月1日発行平成12年 9月号広報ながはま

喝P
結

婚

7
月
届
出
分

'zha
九

日
干
同
町

イ主

戸斤

氏

名

f 一 『 今月のト ップは還井浩二さん

-加奈子さんのカップル

櫛

生

大
洲
市

土井

浩

二
加
奈
子

キナ t畢緩急巾
39ZF 

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

7
月
届
出
分
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

黒

田

今

坊
上
老
松

一字幕ili ~1圭か
隆正成主奈会

神
田

井
上
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秋の全国交通安全運動

( 9月21-30日)

人口・世帯数のうごき

7月 末 現在 前月との比車交

9，831人 7人減

人 口 (男 4，645人) (男 5人減)
女 5，186人 女 2人減

世帯数 3，620世帯 3世帯増


